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4支部合同研修・
講演 

演題：少年鑑別所業務の

紹介 

講師：和歌山少年鑑別所長 

     仁ノ平 肇 
先生 

も多くの応募がありました。 

 また、全国審査に送られた優秀作

６点の内２点が、優秀賞に選ばれる

という嬉しい結果となりました。 

 去る１２月２６日、法務省和歌山

合同庁舎４階会議室において、コン

テスト入賞者並びに学校賞に選ばれ

た小・中学校の代表者を招き、表彰

式典が挙行されました。 

今回のコンテストには県下の小中

学校より、小学校９８校・２９０４

点、中学校７３校・５２７１点、合

計１７１校８１７５点と、前回コン

テストより応募総数で約１０００点 

 

竹下 知歩 岩出市立根来小学校５年 

「犯罪・非行のない社会づくり」 
 

小谷 厚起 和歌山県立向陽中学３年 

 「罪を犯す前よりも良い自分を」 

 

第６４回「社会を明るくする運動」  

作作文文ココンンテテスストト入入賞賞作作品品１１４４点点をを表表彰彰  

 
▲左：日本ＢＢＳ連盟会長賞  

竹下知歩さん（岩出・根来小学校５年） 
 
▲右：日本更生保護協会理事長賞 

寒川慎也さん（和歌山市・雄湊小学校６年） 

 

▲中学校の部・最優秀賞を受ける小谷君 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

寒川 慎也 和歌山市立雄湊小6 年生

「人と人のつながり」 

宮本 照久 有田市立宮原小5 年生 

「コミュニケーションの力で」 

西田 空良 智辯学園和歌山中2 年生 

「地域社会の大切さ」 

松本 咲来 湯浅町立湯浅中1 年生 

「たった一言で」 
 

 

江川 真央 有田市立箕島小6 年生 

「人を思いやる」とは 

上田 純生 有田川町立金屋中2 年生 

「人が傷つかないために」 

 
 

中山 結夢 有田市立宮原小5 年生 

「私にもつくれる明るい社会 

      たからものの町」 

上夷 千尋 智弁学園和歌山中2 年生 

「みんなでまもろう」 

 

 

中谷 匠吾 智弁学園和歌山小5 年生 

「社会を明るくするために」 

下畑 伊織 和歌山県立日高高等学校 

附属中3 年生 

「少しの勇気と笑顔」 
 
 
 
岡本 陽和乃 有田川町立 

西ケ峯小4 年生 

「最高のあいさつ」 

森本 恭子 和歌山県立向陽中1 年生 

「いつも誰でも」 
 

 
 

小学校の部：広川町立南広小学校 

中学校の部：御坊市立湯川中学校 

 

左：開会挨拶を述べる小林 保護観察所長  右：祝辞を述べる小西 県保護司会連合会会長 

 

 

 

 

 
 
和歌山市立雄湊小学校   1 点 

和歌山市立四筒郷小学校  1 点 

和歌山市立四筒郷北小学校 2 点 

和歌山市立浜宮小学校   2 点 

和歌山市立楠見東小学校  41 点 

和歌山市立和佐小学校    45 点 

和歌山市立直川小学校   31 点 

和歌山市立山口小学校     1 点 

和歌山市立藤戸台小学校   2 点 

智辯学園和歌山小学校   81 点 

和歌山市立伏虎中学校    5 点 

和歌山市立東和中学校   13 点 

和歌山市立西和中学校    1 点 

和歌山市立明和中学校  45 点

和歌山市立紀之川中学校  1 点 

和歌山市立紀伊中学校   1 点 

和歌山市立加太中学校   2 点 

和歌山市立高積中学校  141 点 

和歌山市立楠見中学校  396 点 

和歌山市立有功中学校   3 点 

和歌山県立向陽中学校  128 点 

県立桐蔭中学校     44 点 

和歌山信愛女子短期大学附属中学校  1 点 

智辯学園和歌山中学校 208 点 

近畿大学附属和歌山中学校 29 点 

合 計       1,225 点 

審査講評を述べる 

水本 光 選任審査委員 



                             

              

   
 
各支部の保護司人   

数・保護観察件数及

び環境調整件数等の

報告の後、約１時間 

にわたり下記の内容で熱心に議論しました。 

○今年度の総務部関連事業報告 

○人権フェスタに於ける映画上映について 

・今まで一般人権映画が多かったが、もっと保

護司の活動が広く分る映画があれば・・・。 

・映画上映場所の上手なＰＲする方法は？ 

・更生保護団体以外の人とふれ合う良い機会 

・独自のパンフを作成し、映画の内容や上映場

所をＰＲすればどうか・・・。 

○その他：サポセンを利用した保護司研修等 

懇親会の準備と配慮について等 （野々村） 

・あああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああああ

ああああああああああああああああああああああ

ああああああああああああああああああああああ

ああああああああああああああああああああ         

ああああああああああああああああああああああ

ああああああああああああああああああああああ

ああああああああああああああああああああああ 

犯罪予防部会５７ 

名の内23名の参加

で開催されました。 

司会進行は玉井部会 

長が担当。先ず26年度の事業推進状況について

の報告がなされた。 

続いて、和歌山市内保護司の抱えている保護観  

察件数・環境調整件数及び保護司数の現況につい 

ての報告があり、今後２～3年後に多数の退任者

が発生することに対し真摯に受け止め、新任保護

司の確保について各支部長と連携を密にし、支部

がひとつとなって取り組んでいただきたい旨の訴

えがなされた。また、各支部の担当部長より支部

の活動報告がなされ、反省点や次年度の課題等を

含め活発な議論が行なわれました。  （野間） 

   

 

      

協力組織部会総会 

 には、東支部9名・               

西支部 5名・南支部 

  7 名・北支部8名の

合計29名参加のもと開催しました。 

 和歌山保護観察所の方からは、本多統括保護監

察官と芝田保護監察官（就労支援担当）のお二人

に出席いただき、協力雇用主と協力事業主につい

ての話や、平成26年度には新たに6社の協力雇

用主が誕生したとの報告をいただいた。 

  また、再犯防止の上で「就労支援」が重要であ

るのとの観点から、新年度の予算として上程され

る見込みであり、3月末か4月上旬に新規事業に

ついて説明ができるとのことなので、新年度に部

会研修会を実施することを決定しました。（森田） 

 

    

 

平成 27年 1月 13日、平成26年度の和歌山

市保護司会・各専門部会総会がアバローム紀の国

において開催されました。参加者数は１１９名。

例年とほぼ同じ人数でした。 

午後 16時、各専門部会が４つの会場に別れ、

各専門部会長の進 

部会長の司会進行で開会されました。約１時間程

であったが、２６年度の各専門部会の事業推進状

況や反省点、次年度への課題等について、熱心に

話し合われました。 

 以下４部会の部会総会模様を報告いたします。 

 

 

 

    

  

 

 

                           

26 年度の研修部

会担当行事は、５月

８日に４支部合同自

主研修会として仁ノ 

平 肇和歌山少年鑑別所長の講演、９月２９日に

三者合同研修会として山下 輝年 和歌山地方検察

庁検事正による講演、そして１１月７日の保護司

体験発表会の３行事であった。 

行事の評価反省については、特に第２回体験発

表会について出席者より開催曜日が平日に変わっ

た点、体験発表者の選考や発表内容について、発

表者が聴衆者の意見・感想が聞ければ良い等々活

発な意見が出された。次回は、南支部が担当する

旨が確認され、詳細については後日の正副部会長

会議に委ねることを決定しました。（林） 

 



 

尾花新市長を迎え 盛大に開催される 
 

恒例となっている保護司会新年会

は、専門部会総会終了後の午後５時

２０分より２階「鳳凰の間」で盛大

に開催されました。 

来賓として、初参加の尾花和歌山

市長を始め１１名の幹部の皆さま。

また、保護観察所からは小林所長以

下３名、和歌山保護観察協会より土

山会長、合わせて16名の方々を迎

え、総勢１３１名で和気あいあい、

楽しい懇親の時間を共有しました。 

市長より「非行・犯罪のない安心

安全な町づくりのために尽力してい

る保護司の日頃の活動に対するお礼

と、更生保護活動に対し今後なお一

層の支援・協力を惜しまない」旨の

力強いご祝辞をいただきました。 

懇親会は野村総務部会長の巧みな

司会でスムーズに進行。冒頭、畑口

監事（南支部）の見事な祝舞に会場

は拍手喝采に溢れ、新年会の雰囲気

が一気に盛り上がり、宴の開始とな

りました。午後７時３０分 ２時間余

の懇親会が閉会となりました。 

 

 

去る11月 27日急逝されました高橋照臣事務局長の後任常務理事として、1月 13日開催 

の臨時役員会において南支部副支部長の樫畑直尚氏を選任しました。また、補欠選任者の承認 

については、残存任期も僅かであり、定例総会までの期間も極めて短いいことから、現実的で 

ないとの判断で、役員会での承認に換えるものとしましたのでご了承ください。（役員一同） 
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▲祝辞を述べられる 

尾花和歌山市長 

 

▲カンパーイ！ 

富松総務公室長 

 
▲「今日の料理ナカナカうまいﾈ･･」「ああ、酒もうまいし元気をもらったﾖ・・」 

大
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